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1

事
件
の
概
要

県
道
か
ら
約
二
二
m
離
れ
た
山
林
斜
面

(民
地
)
が
崩

落
し
、
こ
れ
に
よ
り
流
出
し
た
土
砂
で
同
県
道
沿
い
に
設

置
さ
れ
て
い
た
物
置
が
路
上
に
倒
壊
、
路
上
を
走
行
し
て

い
た
普
通
乗
用
車
の
上
に
落
下
し
、
同
車
を
損
傷
さ
せ
た

事
故
で
、
同
車
の
所
有
者
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
に
営

造
物
の
管
理
上
の
瑕
疵
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
を
し

た
。
(な
お
、
物
置
所
有
者
に
も
土
地
工
作
物
の
維
持
管

理
義
務
違
反
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
を
し
て
い
る
。)

盆
祠
求
額
"
一
九
六
万
四
、
六
二
一
円
)。

2

被
告
長
野
県
の
過
失
の
有
無

①

本
件
物
置
の
倒
壊
に
関
し
て

ア

原
告
の
主
張

道
路
管
理
者
に
は
、
道
路
法
第
四
四
条
に
よ
り
沿

道
区
域
の
竹
木
及
び
工
作
物
の
管
理
者
に
対
し
て
損

害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
沿
道
部
分
か
ら
の
危

険
物
落
下
等
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
義
務
も
当
然

に
負
っ
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
で

あ
る
長
野
県
は
、
脆
弱
な
基
礎
及
び
駆
体
を
有
す
る

本
件
物
置
に
つ
い
て
日
常
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
点
検

を
実
施
す
れ
ば
こ
れ
が
台
風
の
豪
雨
等
に
よ
り
県
道

に
落
下
す
る
危
険
性
は
十
分
予
見
で
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
所
有
者
に
十
分
な
補
強
工
事
を
命
じ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
災
害
発
生
防
止
義
務
を
負
う
道
路
管

理
者
と
し
て
重
大
な
過
失
で
あ
る
。

イ

原
告
の
主
張
に
対
す
る
被
告
の
認
否

道
路
法
第
四
四
条
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
の
措

置
命
令
は
、
沿
道
区
域
の
土
地
等
の
管
理
者
に
消
極

的
作
為
義
務
を
課
す
に
と
ど
ま
り
、
道
路
管
理
者
が

沿
道
部
分
か
ら
の
危
険
物
落
下
等
に
よ
る
危
害
を
防

止
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
本
件
に
お
い
て
、
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
が
肯
定

さ
れ
る
た
め
に
は
、
本
件
物
置
が
倒
壊
し
、
通
行
に

危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
道
路
管
理
者
に
お
い
て
予
見

で
き
た
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
物
置

は
原
告
の
父
に
よ
り
最
近
ま
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、

外
観
か
ら
は
そ
の
基
礎
が
脆
弱
で
あ
る
と
は
到
底
解

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
道
路
管
理
者
が
日
常
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
お
い
て
住
民
の
敷
地
に
立
ち
入
り
、

建
物
基
礎
の
内
部
構
造
が
強
固
な
も
の
で
あ
る
か
否

か
調
査
す
る
こ
と
ば
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

本
件
物
置
の
倒
壊
は
背
後
の
山
林
斜
面
の
崩
落
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す

れ
ば
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
本
件
物
置
の
倒
壊
を

予
見
で
き
た
可
能
性
は
全
く
な
く
、
長
野
県
に
は
道

路
管
理
上
の
瑕
疵
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

②

本
件
県
道
の
通
行
規
制
に
関
し
て
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ア

原
告
の
主
張

本
件
事
故
現
場
は
、
崖
の
迫
っ
て
い
る
狭
縊
な
道

路
に
あ
っ
て
、
そ
の
崖
の
上
に
は
基
礎
の
脆
弱
な
建

物
が
存
し
、
降
雨
時
に
お
け
る
事
故
発
生
の
蓋
然
性

が
高
い
箇
所
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
当
日
に
お
い
て

は
、
そ
の
数
日
前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
相
当
量
の

降
雨
に
よ
り
事
故
発
生
の
蓋
然
性
は
よ
り
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
、
道

路
管
理
者
は
崖
崩
れ
等
に
よ
る
道
路
へ
の
危
害
を
防

止
す
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
大
幅
に
強
化
し
、
必

要
に
応
じ
て
通
行
制
限
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
と
こ

長
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係



る
、
本
件
降
雨
時
、
県
は
対
応
職
員
を
増
員
す
る
こ

と
も
な
く
、
事
故
予
防
に
必
要
な
措
置
を
何
ら
講
じ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て
重
大

な
過
失
で
あ
っ
た
。

イ

原
告
の
主
張
に
対
す
る
被
告
の
認
否

本
件
事
故
現
場
の
道
路
は
、
崩
落
し
た
斜
面
と
の

間
に
奥
行
き
約
二
二
m
の
水
平
な
宅
地
を
挾
ん
で
お

り
、
｢崖
の
迫
っ
て
い
る
道
路
｣
と
は
い
え
ず
、
平

成
八
年
か
ら
本
件
事
故
現
場
付
近
で
異
常
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
が
な
く
、
県
道
全
体
で
も
昭
和
六
一
年
以

降
災
害
に
関
係
す
る
全
面
通
行
止
め
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
道
路
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路
に
お
い

て
、
本
件
事
故
は
事
故
直
前
の
短
時
間
に
お
け
る
多

量
の
降
雨
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
道
路
管
理
者
が
事
前
に
、
降
雨
に
よ
り
斜
面
が

崩
落
し
、
そ
の
土
砂
が
約
二
二
m
の
平
地
を
つ
た
っ

て
道
路
沿
い
の
本
件
物
置
を
移
動
、
倒
壊
さ
せ
る
と

い
う
事
態
を
予
測
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
大
幅
強
化
や

通
行
制
限
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で

あ
る
。
な
お
、
本
件
事
故
当
日
、
県
の
建
設
事
務
所

で
は
二
四
時
間
体
制
で
情
報
収
集
、
災
害
対
応
に
あ

た
っ
て
お
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て
重
大
な
過
失
が

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

3

判
決
の
概
要

被
告
ら
が
本
件
斜
面
の
崩
落
及
び
本
件
物
置
の
落
下
を

予
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
防
止
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、

被
告
ら
に
管
理
者
と
し
て
の
過
失
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
し
、
原
告
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。

4

被
告
長
野
県
の
責
任
に
関
す
る
判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

本
件
物
置
の
倒
壊
に
つ
い
て

営
造
物
の
設
置
及
び
管
理
上
の
瑕
疵
の
有
無
は
、
当

該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状

況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
、
個
別
、
具
体
的

に
判
断
す
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
現
場
を
含
む
本
件

道
路
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
災
害
関
係
の
通
行
止
め
措

置
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
、
通
行

者
及
び
付
近
の
住
民
か
ら
の
異
常
の
通
報
を
う
け
る
こ

と
も
な
く
、
管
理
者
に
お
い
て
災
害
の
発
生
は
認
識
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路

に
お
い
て
、
本
件
斜
面
崩
落
は
、
観
測
史
上
最
大
の
時

間
雨
量
を
記
録
す
る
豪
雨
が
原
因
で
お
こ
っ
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
本
件
物
置
の
倒
壊
は
崩
落
土
砂
の
異
常

な
外
力
に
よ
る
も
の
で
り
さ
道
路
管
理
者
が
通
常
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
で
こ
れ
ら
の
事
故
を
予
見
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
し
た
が
っ
て
建
物

基
礎
等
の
補
強
工
事
を
命
じ
る
義
務
が
あ
っ
た
と
認
め

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
被
告
長
野
県
が
事
故

防
止
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
本
件
道
路
の
管
理

上
の
瑕
疵
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

本
件
道
路
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

本
件
道
路
は
、
過
去
の
災
害
事
例
は
認
識
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
、
一
定
の
雨
量
に
達
し
た
場
合
に
事
前
に

通
行
規
制
が
な
さ
れ
る
旨
の
指
定
を
受
け
て
い
る
道
路

で
も
な
く
、
さ
ら
に
沿
道
の
物
置
に
つ
い
て
も
、
危
険

が
認
め
ら
れ
る
状
況
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

本
件
事
故
現
場
に
つ
い
て
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
、
事
前
に
通
行
制
限
等
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
、
県
が
本

件
道
路
に
事
前
に
通
行
制
限
等
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
本
件
道
路
の
管
理
上
の
瑕
疵
に
あ
た
る
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

A :物置 (倒壊した建物)、 B :専用住宅 (2階建)、 C :資材置場、

D :専用住宅 (平屋)、 E :物置、 F :物置、 E :物置、 F :物置

倒壊した建物の状況
、
倒

烈

幅
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